
横浜市立神奈川中学校 
      平成２９年度 学力向上アクションプラン   

１ 中期学校経営方針 

（１）学校経営中期取組目標  

（２）学力向上に向けた重点取組分野・取組目標・具体的取組 
重点取組分野 取 組 目 標 具 体 的 取 組 

 
確かな学力 
（学習指導） 

基礎・基本の定着とそれ
らを活用する場面を大
切にした授業改善に努
める。 

①生徒の実態に応じて、各教科 2回の教科相談の形式・内容
を検討し、実施する。 

②教員の授業力向上にむけて、互いの授業を参観しやすい環
境づくりを行う。また、授業者には参観メモを還元し、今
後の指導に役立てられるようにする。 担当 学習指導部 

２ 横浜市学力学習状況調査等からの実態把握 
                         

（１）学力の概要と要因の分析 
                          学力は教科によって大きくばらつきがあり、基

礎・基本の定着が不十分な生徒も少なくない。授
業力の向上を目指して取り組んできて、授業も「よ
く分かる・どちらかといえば、分かる」生徒がと
ても多い。しかし、学習内容が身についていない
実態がある。学習意識は多くの教科で市の平均を
上回っているため、基礎・基本の定着の徹底とと
もに、生徒の興味・関心を大切に育て、学力向上
へとつなげていきたい。 

                            

 

（２）教科学習の状況   

○国語科： 国語に対する意識は高く、話す・聞く力は市平均を上回っている。一方、読む力や書く力
が市平均よりも低く、力を付けていく必要がある。 

○社会科： 学習意識が高く、知識・理解は市の平均を上回っている。資料を読み取る力、読み取った
ことから考える力を今後身に付けていく必要がある。 

○数学科： 学習意識は市の平均を上回っているものの、学力が身に付いていない。まず、基礎・基本
の徹底が必要である。 

○理 科： 学習意識は大きな変化が見られないが、学力は市平均を下回った。日常生活と学習内容を
結びつけることが必要である。 

○外国語科： 学習意識が高く、言語に対する知識は平均的である。読解力や表現力を身に付けていく
必要がある。 

 
（３）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識調査も含めて分析） 

 平成２６年度から２８年度過去３年間の経年変化の状況から、全体的に学習意識・生活意識ともに高

まっているといえる。また、技能教科についても学習意識が高く、学習に対して興味や関心をもち、

授業に前向きに取り組んでいることにつながっていると考えられる。 

  一方で学力が身についている状況とは言い難い。各教科の学力層と「学校の授業は分かりやすいか」

の意識を問うクロス集計では、「よく分かる・だいたい分かる」と感じている生徒の中にも理解が不十

分である生徒が３割～５割程度いることがわかる。学力の定着に向けて、高い学習意識を生かした、

学 校 経 営 中 期 取 組 目 標 
○全職員で、「全員を仲間と認める」「仲間と協力する」「仲間を大切にする」ことを基本として、誰もが安
心して生活や学習ができる学校づくりを目指します。 

・授業では言語活動を取り入れ、思考・判断・表現力の育成を通して、確かな学力を身に付けられるように
します。 

・人とのコミュニケーションを通して、他者を尊重する態度と、自己肯定感や自己有用感を育てます。 
・様々な活動を通して自治能力を高め、自分を生かす力を育てます。 



指導の工夫が必要となる。また、「分かることと分からないことがある生徒」や「分からないことが多

い」「ほとんど分からない」生徒に対してのよりきめ細かな指導が必要となっている、とも考えられる。 

   

３ 平成 29年度 学年・教科等としての具体的取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会 
○ 各分野において見通しをもてるように、導入 
を工夫する。特に、歴史的分野では歴史的事象 
に対する関心を高めるために映像資料を活用す 
る。  

○ 自分の考えを深めることができるように、社 
会的な事象に関する資料を活用した少人数によ 
る話合い活動を計画的に取り入れる。 

 

国語 
○ 基礎基本的な知識を繰り返し学習することで
定着させ、また、様々な言語活動を通して、生
徒が自らの生活の中で活用することができる
知識とする。 

○ 目的や場面、意図等を意識して話したり聞い 
たり、書いたり、読んだりすることを通して、 
互いに考えを伝え合う場面を充実する。 

 

数学 
○ 基礎・基本の定着を図るために、少人数指導、

TT により生徒の実態をしっかりと見取り、把握
しながら学習をすすめていけるようにする。 

○ 事象を数理的に考察し、論理的に説明したりする

場面を多く設定するなど、数学的活動を重視して

いく。 

 

理科 
○ 単元を通して、科学的な探究活動を進めながら基

礎的・基本的な知識・技能の定着を図る。 

○ 自ら実験を計画したり事象を説明したりする活

動を計画的に取り入れ、仮説の議論や結果の共有、

考察の議論、日常生活での活用例等において協働的

に学ぶ場面を設定する。 

音楽 
○ 生徒の実態にあわせて〔共通事項〕を焦点化

した授業構成を行い、音楽活動の充実に必要な

基礎的・基本的能力の伸長を図る。 

○ 生徒同士が音楽表現について意見交換する場

を意図的に設定し、よりよい表現を目指すこと

のできる学習展開を工夫する。 

 

美術 

○ より良い発想や技能を発揮できるために、基

礎・基本を大切にした授業展開で、その定着

を深め、個々の自信を裏打ちする。 

○ 制作物を展示する場面を増やし、鑑賞やコミ

ュニケーションの活性と多角性を探る。 

技術・家庭 
○ 小学校や他教科での既習事項を把握し、生徒の

資質・能力を踏まえ題材設定を行う。 

○ 習得した知識と技術を積極期に活用し、課題に

意欲をもって追究し、解決のための方策を探る

などの学習を行う。 

 

外国語 
○ UNIT 全体で生徒に身に付けさせる力を明確

にして単元計画、評価計画を立てる。 

○ AETとの授業や、具体的な課題を設定したコ

ミュニケーション活動を行うことで、生徒が

自ら考え、積極的に表現する学習方法を工夫

する。 

 
特別活動 

○生活向上プロジェクトを実施して、学校生活の

向上と主体的に活動できる生徒の育成を目指す。 

 

○コミュニケーションの基本である挨拶ができる

ように、総務委員による定期的な「あいさつ・清

掃運動」を実施する。 

総合的な学習の時間 

○ 各教科等単独では取り組むことが難しい現代

的な課題を、各教科で身につけた力を活用しなが

ら探究的に学ぶことができるようにする。 
○ 「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「ま
とめ・表現」という探究の家庭を繰り返し、能力
が高まる学習過程になるようにする。 

個別支援学級 
○支援計画に基づき、適切な目標設定や定期的な

目標の見直しを行いながら、ニーズに合わせた支

援を行う。 

 

○生徒一人ひとりが安心し、落ち着いて学習に取

り組める環境をつくる。 

 

 

保健体育科は「体育健康プラン」に。道徳は 

「豊かな心の育成推進プラン」に記載する。 


